
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ これまでの成果と今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 東京都の公立学校の教員として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな人間性と思いやり 
・ 温かい心、柔軟な発想や思考 

・ 幅広いコミュニケーション能力 

教育に対する熱意と使命感 
・ 子供に対する深い愛情    ・ 教育者としての責任感と誇り 

・ 高い倫理観と社会的常識 

組織人としての責任感、協調性を有し、互いに高め
合う 

・より高い目標にチャレンジする意欲   ・若手教員を育てる力 

子供のよさや可能性を引き出し伸ばす 
・ 一人一人のよさや可能性を見抜く力 ・ 教科等に関する高い指導

力 

学 習 指 導 力 
生 活 指 導 力 
進 路 指 導 力 

外部との連携・折衝力 
学 校 運 営 力 
組 織 貢 献 力 

○授業をデザインする
力 
○ねらいに沿って学習
を進める力 

○児童・生徒の興味を引
き出し、個に応じた指
導をする力 

○主体的な学習を促す
ことができる力 

○学習状況を適切に評
価し、授業を進める力 

○授業を振り返り改善
する力 

○児童・生徒と良好な関
係を構築する力 

○児童・生徒の思いを理
解し、適切に指導する
力 

○児童・生徒の個性や能
力の伸長並びに健全
な心身及び社会性の
育成を通して自己実
現を図らせる力 

○自校の生活指導・進路
指導上の課題を発見
し解決する力 

○保護者・地域・外部機
関に適切に対応する
力 

○課題に応じ保護者・地
域・外部機関と連携を
とり解決に向けて取
り組む力 

○保護者・地域・外部機
関との協働の下、自校
の教育の向上を図る
力 

○学校からの情報発信
や広報、保護者・地
域・外部機関からの情
報収集を適切に行う
力 

○校務において企画・立
案する力 

○上司や同僚とコミュ
ニケーションをとり
ながら、円滑に校務を
遂行する力 

○組織の一員として校
務に積極的に参画す
る力 

○校務の問題点を把握
し改善する力 

※ＯＪＴガイドライン～学校におけるＯＪＴの実践～【改訂版】 平成２２年３月 東京都教育委員会 

※ 東京都教員人材育成基本方針【一部改正版】 平成２７年２月 東京都教育委員会 

学校の教育力の向上 
 

 

 

 

 

 

学習指導力 

 

生活指導力 

進路指導力 

① ② 

今日的な課題への対応 
 

 

 

 

 

 

学校運営力 

組織貢献力 

 

外部との 

連携・折衝力 

③ ④ 

【成果】 

◇基礎形成期である３年目頃から、分掌上の重要な役割を担っ

たり、新たな企画を考えて校長に具申したりする教員が増え

てきた。 

◇ベテラン教員が培ってきた知識や技能を、様々な場面で若手

教員に教えることで、ベテラン教員が活躍する場面が増えた。 

◇教員のライフプランとして、管理職を目指す若手教員が増加

した。 

◇若手教員が、後輩の育成を自らの職務として捉え、主体的に

研鑽に励む場面が多くなった。 

 

【課題】 

◇人材育成の仕組みとしては、

大きな成果を得る様々な手だ

てを講じている。将来、若手

教員が一層増加することが予

想され、研修内容の系統性や

研修時間を生み出すこと等、

運用面の充実を図っていくこ

とが今後の課題である。 

 

●★スキルアップ研修 

目的 校種等に関わらず、若手教員相互の意見交換や検討を通して、

教員としての視野を広げる。 

対象 若手教員 

開催 月２回程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●★毎年の研究発表 

目的 ①村山学園の研究の成果を発信する。 

   ②経験を通して、教員の育成を図る。 

対象 全教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●★ＯＪＴ組織 

 

 

目的 東京都教育委員会のＯＪＴガイ

ドラインを参考に、ベテランの教

員が日々の仕事を通して、経験の

浅い教員を指導するＯＪＴ組織

を運用し、人材育成に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度版 



◆ 各職層と育成に向けた手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な力を身に付ける段階（基礎形成期） 

    １・・・・・・・・・・４ 

 総合的な力を高める段階（伸長期） 

  ５・・・・・・・・・８ 

   主 任 教 諭 層（充実期） 

     ９・・・・ 

主 幹 教 諭 層 管 理 職 層 

自らの授業力向上のための研鑽 

        

          ①授業力 ②学級経営力 ③専門性 

              （指導技術、指導計画の作成・改善、 

教材開発等） 

教諭としての使命感、 

幅広い知見、 

実践的指導力等の習得 

〈初任者〉 

教師としての総合的な力量の向上 

 

  教科指導・生徒指導等の実践、 

校務分掌等を通じ、組織の中 

での役割を果たす。 

主任教諭として 

○校務分掌などにおける学校運営上の重要な役割 

を担当 

○指導・監督層である主幹教諭を補佐 

○同僚や若手教員への助言・支援などの指導的役割 

主幹教諭として 
        

○校長・副校長を補佐し、担当する校務に関する事項に 

ついて、教諭を指導・監督する。 

指導教諭として 
        

○自ら授業を受け持ち、児童・生徒等の実態等を踏まえ、 

他の教員に対して教育指導に関する指導・助言を行う。 

指導主事として 

○校長 

○副校長 

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
等 

★公開講座 村学塾（基礎形成期 ⇒ 伸長期） 

目的 ①主任教諭や分掌主任、学校運営のリーダーになるために必要な資質を

身に付ける。 

目的 ②学級経営や学年経営等、教科指導以外の様々な課題解決のヒントを得

たりする。 

対象 若手教員～学校運営のリーダーを目指す教員 

開催 月１回程度 

講師 校内教職員（校長・副校長・主幹教諭・主任教諭・ベテラン及び中堅の

教諭等） 

   他校教職員（校長・副校長・主幹教諭等） 

   教育委員会（学校教育担当部長・指導主事等） 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

（年） 

■基礎形成期・伸長期

の育成が急務 

■基礎形成期・伸長期を育成

する主任層の活躍が必要 

●★実学塾（基礎形成期） 

目的 学級経営や学校運営、教師としての心構え等、教師としての基礎・

基本を身に付ける。 

対象 若手教員 

開催 月１回程度 

講師 学校運営協議会委員（元小学校長） 

 

 

 

 

 

 

 

●★全文書決裁 

目的 ①若手教員が主体的に教材や分掌上の提案文書を作成し、それを主幹

教諭、主任教諭等から指導を受けることができる。 

   ②主幹教諭、主任教諭等が、若手教員が作成した文書等の決裁を通し

て、指導の機会をもつことができる。 

   ③小中学部の両方が話し合って提案文書等を作成することから、教員

が９年間を見通した視点で考えられるようになる。 

対象 全教員 

（校務に関わる全ての文書について、校長決裁を受けることが原則） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●★校長より 

目的 校長の経営方針や組織人 

としての考え方、社会人と 

しての接遇・マナー等を、全 

ての教職員に具体的に伝 

え、育成する。 

対象 全教職員 

発行 随時 

 

 

 

 

●★村学スタイル 

目的 児童・生徒が「できた」「分かった」と実感できる授業を、全ての

教員が全ての教科等で実践できるようにする。 

対象 全教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


